
　長崎総合科学大学は工学部「電気電子情報」「船舶工学」「機械工学」、総合情報学部
の「環境デザイン」の各コースを再編。さらに情報を強化、充実することで「先端工学部」
（仮称・設置構想中）として、〝工学教育のスタンダード〟の刷新に挑戦します。すべての産
業・企業の喫緊の課題であるグリーン（脱炭素）化とデジタル化に関する技術の習得は、
電気、電子、情報、機械、化学、環境系のいずれの分野を学ぶ学生にも必要です。
　2027年４月に開設する「先端工学部」ではエンジニア、開発技術者、理工学系研究者な
ど、いずれの将来にも対応できるよう、これからの工学教育の「スタンダード」となる新カ

リキュラムを構築。基礎力として要求される工学専門基礎や情報
系、理学系の基盤科目全般の習得を全学部で効率よく実施。グリー
ン（脱炭素）化とデジタル化に関する技術習得を掛け合わせた新しい
修学体系が特色です。
　長崎総合科学大学が目指す教育には、従来の工学部で一般的だった狭い分野の「縦
割り型」の教育はなじみません。学科やコースで「分けられていた」教育を大胆に見直し、
「混ぜる」教育に転換することで、実践力と課題解決力を備えた有能な人材を育成します。

　次代を見据えた取り組みを推進する「長崎総合科学大学」。世界で激化する半導体の販売競争の中で今やAI開発に欠かせない半導体、画
像処理装置（ＧＰＵ）で圧倒的な市場シェアを持つNVIDIA。同大の理事長、学生と、同社の日本法人のエンタープライズマーケティング 本部長
が、生成ＡＩを活用した未来や今後求められる人材、教育の在り方などについて、座談会で語り合った。 〈制作〉長崎新聞社クロスメディア編集部
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石橋氏　世界半導体ナンバーワン企業「NVIDIA」。売り
上げは約20兆円に上り、利益率は約60％、世界シェア
も90％に迫る。世界市場の期待感が高く、「ＡＩバブル」
と言われる中、どのような未来を描いているのか
堀内氏　ようやく扉が開き、やっとＡＩが広く使われる
ようになったと捉えている。どう日本の産業や企業、政
府、地方公共団体が簡単にかつ、スピーディーに活用で
きるかが重要。ユーザーが増加すれば、当然AIが学習し
ないといけないデータ量も増える。インフラを一層強化
しないと追いつかない。巨大なサーバーが並ぶような
データセンターの構築は難しく、それだけではなかなか
広がらない。そこで重要になるのがクラウド。スマート
フォンなどの端末からクラウドを活用し、期間限定のア
プリを単月で使うような感覚で、GPUアクセラレーテッ
ド コンピューティングのサービスが利用できるよう力を
入れている。
黒川氏　ＡＩの活用が求められる背景には人口減少の
問題がある。長崎は特に顕著であり、労働力を補うＡＩ
を、有効に使える高度な技術者が必要。長崎からそうい
う人材を数多く輩出しないといけない。
森さん　私の研究室では、トマトの収穫にロボットを活
用。ものを見つけるときの画像処理でＡＩを活用してい
る。対象までの距離、つかむ場所、ロボットアームの各
モーターの動きなどについても、人間が何をさせたいの
か決め、ロボットに学習させて動かすことが大事になる
と思う。これらの農業などの一次産業に加え、スーパーな
どの商品陳列でも技術を活用できるのではないか。
堀内氏　小売り店では、人がどこをどう通り、何を買う
のかという、人流解析で画像認識が使われる事例があ
る。そこに商品補充の自動化が入っていく余地はある。

石橋氏　ＡＩを使いこなせる人材は必ずしもエンジニア
のような技術者でなくていいのか
堀内氏　技術者ではないが、ＡＩの有効活用や人材の再
配置ができるような経営的観点を持った人も増えない
といけない。逆にエンジニアがマーケティングの重要業
績評価指標（KPI）や市場の動きを読むこともある。どち

ている。そういう人材が増えてAIを使いこなせるよう
になると日本の産業も強くなる。
黒川氏　企業の若い人が自身の専門分野や新たな分
野について、さらに学ぶことで専門性を高める。企業の
方が大学に入ることで、学生は工学や情報、経営マネジ
メントなど、さまざまな分野を横断的に学ぶことの重要
性だけでなく、各分野の視点や視野、視座を身に付ける
ことの大切さも理解できる。いろいろな人がそれぞれ
の立場でステップアップにつなげるために長崎総合科
学大学をどんどん使ってほしい。本質的に日本の大学は
社会から孤立している。新しいキャンパスでは、企業に
常駐してもらう。さまざまな企業や高校との関係性を深
め、AIの応用分野を共に開発していくことで、これから
の社会を担う優れた人材を育て、日本の産業を強くし
たい。
石橋氏　対談を振り返って
山口さん　マーケティングの分野もエンジニアの知識が
あれば有効になることがわかり、すごく魅力的だと感じ
た。今の技術系の勉強の先に将来の選択肢が拡がって
いることが分かった。
鈴田さん　プログラミングをする技術者より、これから
は法則を理解している人が大事になってくることが分
かった。技術的な勉強に力を入れようと思った。
森さん　将来、エンジニア側の人間としてAIを使ってい
きたい。今後はどう使っていくかということを意識しな
がら学びたい。
黒川氏　AI技術を専門知識と一緒に学ぶことが大事だ
ということを学生たちが理解でき、これからの学生生活
において多くの刺激を受けたことと思う。

らかだけやるという時代は終わるのかもしれない。両
者が境界を超えて交じり合う重要性が強くなっている。
教育にこれらが融合する枠組みがあれば、学生も安心し
て将来の準備ができる。

石橋氏　これからの教育に求められるものは
堀内氏　ソフトウェアであるＡＩが、ソフトウェア自体を
作る時代。物理化学を学ぶ重要性が高まるのではない
か。トマトの収穫の事例のように「なぜこのロボットがこ
う動くべきか」を人間が物理化学の法則を理解し、ＡＩ
に学習させることが大事。その結果として、さまざまなロ
ボットが生まれると考える。
黒川氏　AIそのものが十分に学習、発展するためには、
人が大学・大学院レベルまで進み、AIを超える専門性を
身に付けてAIをコントロールすることが不可欠である。
しかし、技術者集団だけでは限界があり、うまくいかな
い。長崎総合科学大学は「工学部」と「総合情報学部」を
掛け合わせ、さらに経済情報や経営マネジメントも盛り

込む。これまでの工学と情報や学科、理系と文系といっ
たさまざまな壁を取り除き、フラットで社会的課題を解
決できる人材を輩出することが大事だ。工学教育の新
たなスタンダードを作ることを積極的に進めていく。

石橋氏　つまり、文系や理系の垣根がなくなる世界が
来るかもしれない
山口さん　私自身、高校で文理選択する際、文系に進み
たいという気持ちがあったが、最終的に理系の長崎総
合科学大学に進学した。文系の勉強も楽しかったので、
どちらも学べることはうれしい。
堀内氏　米国にいる私の上司はもともと文系。半導体
業界に入り、エンジニアリングの知識が必要になり、休
職して２年間大学で学んだ。その後、復帰し、マーケティ
ング分野で役職が上がり、次はマネジメントが必要だと
いうことで、さらに学び、また現場に戻ってきた。学問と
現場の経験が互いに補完し合っている。長崎総合科学
大学はそういった人たちを受け入れる環境が用意され
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長崎総合科学大学 大学院新技術
創成研究所 客員教授
一般社団法人 日本半導体・エレク
トロニクス商社協会 会長
石橋 隆 氏

より手軽に使えるように

環境を超える枠組みを

AIに何を学習させるか AIが日本の産業を強くする


